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国
立
公
園
の
案
内
役

雲
仙
へ
着
い
た
ら
最
初
に
立
ち
寄
り
た
い

施
設
が
雲
仙
新
湯
地
区
「
国
立
公
園
指
定
50

周
年
広
場
」
近
く
に
あ
る
雲
仙
お
山
の
情
報

館
だ
。
雲
仙
の
自
然
・
火
山
・
温
泉
・
歴
史

な
ど
の
最
新
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
、
国
立

公
園
で
の
散
策
や
滞
在
時
間
を
有
効
に
使
え

る
。案

内
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、
自
然
ふ
れ
あ
い

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
お
り
、
雲
仙
に
つ
い

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
応
対
し
、
登
山
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
館
内
の
案
内
も
し
て
い
る
の
で
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
欲
し
い
。

配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
地
区

別
に
ま
と
め
た
折
り
た
た
み
の
ハ
ン
デ
ィ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
あ
ち
こ
ち
ガ
イ
ド
シ
リ
ー
ズ
」

が
あ
る
。
地
図
が
掲
載
さ
れ
、
ル
ー
ト
沿
い

に
見
ら
れ
る
植
物
や
野
鳥
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
る
。
利
用
が
多
い
「
地
獄
め
ぐ
り
案
内
」

で
は
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
あ
り
、
２
０
１
２
年
５
月
に
新
登
山
道
が

整
備
さ
れ
た
普
賢
岳
の
「
登
山
ガ
イ
ド
」
は
、

英
語
・
韓
国
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
用
意
。
ほ
か

に
、
歴
史
シ
リ
ー
ズ
の
「
雲
仙
史
跡
・
歴
史

巡
り
」
と
「
雲
仙
歌
碑
・
句
碑
・
記
念
碑
巡

り
」
が
あ
り
、
年
配
の
方
々
に
好
評
だ
。

展
示
施
設

入
り
口
正
面
に
島
原
半
島
の
地
形
模
型
が

あ
り
、
雲
仙
岳
噴
火
後
の
山
々
の
状
況
が
ひ

と
目
で
わ
か
る
。
ま
た
、
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
は
、
島
原
半
島
の
施
設
や
見
ど
こ
ろ
を

画
像
デ
ー
タ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
新
の
自
然
情
報
は
、
雲
仙
周
辺
の
地
図

を
配
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
、「
今
、
雲
仙

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
植
物
や
野

鳥
」
と
当
日
の
気
象
情
報
デ
ー
タ

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
情
報
を
参
考
に
、
あ
ち
こ
ち
ガ

イ
ド
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て

出
か
け
よ
う
。

畳
と
囲
炉
裏
が
配
さ
れ
た
休
憩

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
型
モ
ニ
タ
ー

で
普
賢
岳
活
動
時
の
迫
力
の
あ
る

火
砕
流

か
さ
い
り
ゅ
う

や
土
石
流
の
映
像
（
約
15

分
）
や
、
雲
仙
の
野
鳥
や
植
物
な

ど
の
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

歴
史
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
壁
面
か
ら
天
井
一

面
に
、
雲
仙
が
外
国
人
避
暑
で
賑
わ
っ
て
い

た
明
治
の
終
わ
り
の
頃
か
ら
、
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
昭
和
初
め
頃
ま
で
の
モ
ノ
ク
ロ

写
真
が
配
さ
れ
、
当
時
か
ら
雲
仙
が
国
際
観

光
地
で
あ
っ
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
用
の
歴
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
温
泉

う
ん
ぜ
ん

山ざ
ん

（
雲
仙
）
の
古
き
開
山
の
歴
史
か
ら
近
代

ま
で
の
様
子
が
、
映
像
と
音
声
で
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

２
階
へ
続
く
ら
せ
ん
階
段
を
上
が
っ
て
い

く
と
、
島
原
半
島
の
「
火
山
と
温
泉
の
サ
イ

エ
ン
ス
」
の
詳
し
い
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
い
る
。
図
解
や
模
型
を
用
い
て
日
本
語
・

英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
の
４
ヵ
国
語
で
解

説
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
雲

仙
温
泉
、
島
原
温
泉
、
小
浜
温
泉
に
つ
い
て
、

よ
り
深
く
理
解
が
で
き
る
よ
う
工
夫
が
な
さ

れ
た
展
示
で
あ
る
。

奥
に
は
レ
ク
チ
ャ
ー
室
が
あ
り
、
写
真
展

な
ど
を
随
時
開
催
し
て
い
る
。

情
報
発
信

雲
仙
お
山
の
情
報
館
「
友
の
会
」
が
あ
り
、

会
員
に
な
る
と
毎
月
雲
仙
の
自
然
と
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
掲
載
し
た
「
雲
仙
の
窓
」
を
届
け

て
い
る
。（
年
会
費
１
５
０
０
円
）

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ

が
更
新
す
るF

a
c
e
b
o
o
k

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ブ
ロ
グ
、Y

o
u
T
u
b
e

、
ピ
ク
チ
ャ
ー
マ
ガ

ジ
ン
が
あ
る
。

特
に

F
a
c
e
b
o
o
k

で
は
、
毎
日
雲
仙
の

天
候
・
交
通
情
報
な
ど
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情

報
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
ま
た
、
雲
仙
お
山

の
情
報
館
で
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、F

a
c
e
b
o
o
k

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
で
、
館
内
のF

re
e
W
i-F
i

か
ら
ネ
ッ
ト
端

末
を
利
用
し
、
雲
仙
の
自
然
や
史
跡
情
報
な

ど
が
得
ら
れ
る
。

雲
仙
お
山
の
情
報
館
の
催
し

雲
仙
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
体
感
し
て
も

ら
お
う
と
毎
月
１
〜
２
回
、
花
咲
く
時
節
に

合
わ
せ
た
観
察
会
や
登
山
会
、
ま
た
年
に
数

回
、
歴
史
散
策
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
実
施
し

て
い
る
。

夏
休
み
期
間
は
開
館
時
間
を
延
長
し
、
毎

日
家
族
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や

工
作
教
室
を
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

と
、
雲
仙
お
山
の
情
報
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か

わ
い
い
野
鳥
バ
ッ
ジ
が
も
ら
え
て
好
評
だ
。

ま
た
随
時
、
館
内
で
の
展
示
を
自
分
で
調

べ
て
ク
イ
ズ
に
答
え
る
、「
館
内
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
」
を
実
施
。
回
答
者
に
は
、
同
様
に
野
鳥
バ

ッ
ジ
を
進
呈
し
て
い
る
。

●雲仙お山の情報館の開館時間
午前9時～午後5時　入館無料
毎週木曜休館（祝祭日の際は翌日休館）＊春休み、5月の連休、夏休みは無休
〒854-0621 長崎県雲仙市小浜町雲仙320
電話：0957-73-3636 FAX：0957-73-2136
インターネット検索：Facebook 雲仙お山の情報館
h t t p : / / w ww . d a n g o . n e . j p / u n z e n v c /

島原方面からの温泉街入り口にある、

広い駐車場（ホテル東洋館前）。ここか

ら地獄歩道入り口へは、趣がある街並み

に統一された商店街を、ゆっくり散策し

ながら10分ほど。

また、歴史ある雲仙山満明寺は、地獄

歩道入り口から国道を渡ると参道があ

る。大仏殿では約5mの黄金の大仏（釈

迦大仏）が迎えてくれる。

雲仙温泉街は気軽に歩いて周遊できる

コンパクトな街なので、この駐車場を利

用すれば、名所や史跡めぐりなどに便利

である（利用料金1日300円）。

国
立
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

第4駐車場
（雲仙地獄めぐり駐車場）

歴史コーナー

雲仙国立公園指定50周年広場の隣

にある白い外観の洒落た建物が、

雲仙お山の情報館別館だ。外観の

デザインは、明治から昭和の初め

にかけて雲仙にあった旅館の外観

を参考にしたものである。

館内は広い畳のスペースもあり、

ゆっくりくつろぎながら雲仙の歴

史や自然関係の資料を読むことが

できる。ドリップ式の美味しい自

販機コーヒーも味わえる。また本

館同様、別館にも Free Wi-Fi があ

り、自由にインターネットへアク

セス可能で、雲仙の最新情報やメ

ールなどが確認できる。

明治末期から昭和初め

にかけては、その素晴ら

しい自然景観が知られる

ようになり、避暑地とし

て多くの外国人が雲仙に

長期滞在していた。また、雲仙

（島原半島）は、仏教とキリスト教

の両文化の史跡や伝承が混在する

日本でもまれな地域となっている。

情報館別館では、それら貴重な

歴史的遺産を写真パネルや歴史解

説パネルなどで展示している。

雲仙お山の情報館別館
（歴史資料館）
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観察会

地形模型

大型モニターが設置された休憩コーナー霧氷観察会 登山会

検索データベース
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